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市 長 
市史編さん委員会 

市長の諮問機関として、市史編さんの基本的な事項を審議 
諮問・答申 

事務局 
産業文化スポーツ部 
市史編さん室 

市史編集委員 
市長から委嘱され、資料収集・調査、市史の編集・執筆などを行う。 

時代・分野ごとに６つの専門部会を構成 

○編集委員・専門部会（敬称略） 

 
 

 
市史編さん事業について 

１．経 緯 

前回の『立川市史』（昭和 43 年度刊行）からおよそ半世紀が経過し、その間、市民生活や

街並みは大きく変貌しました。さらに、学術調査の進展や新たな資料の発見などの成果も蓄

積されています。将来をみすえ、これからの街づくりに役立てるためにも、これまでの市の

歩みを記録として残し、また、急速に失われつつある歴史的な資料を保存・継承することが

重要であることから、新たに市史編さん事業が開始されました。 

事業後半をむかえた現在、市史の刊行に加え、収集した資料の保存・活用についての検討

も行います。 
 

２．事業期間  

平成 27 年度から令和６年度（10 年間の予定） 
 

３．組織・体制 

  市史編さん事業は、以下のような組織・体制で進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令 和 ３ 年 ６ 月 １ １ 日 

第 １ 回 総 合 教 育 会 議 

産業文化スポーツ部市史編さん室 

職 名 氏 名（敬称略） 所  属 

委 員 長 白井 哲哉 筑波大学教授 

副委員長 楢崎 茂彌 多摩戦時下資料研究会 

委 員 大友 一雄 国文学研究資料館教授 

委 員 小林 尚子 市民 

委 員 杉山 章子 市民 

委 員 鈴木 功 前立川市文化財保護審議会会長 

委 員 豊泉 喜一 立川市文化財保護審議会会長 

委 員 保坂 一房 たましん歴史資料室長 

委 員 和田 哲 立川市文化財保護審議会委員 

部 会 名 時代・分野 部 会 長 所  属 

先   史 旧石器時代～古墳時代 谷口 康浩 國學院大學教授 

古代・中世 奈良・平安時代～戦国時代 鎌倉 佐保 東京都立大学教授 

近   世 江戸時代 冨善 一敏 東京大学経済学部特任専門職員 

近   代 明治・大正・昭和（戦前） 保坂 一房 たましん歴史資料室長 

現   代 戦後～ 沖川 伸夫 中央大学兼任講師 

民俗・地誌 市民生活の変遷・伝承等 中野 泰 筑波大学准教授 

市史編さん基本方針 
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４．刊行物 

種 別 冊数 タイトル 

本 編 ２冊 「通史」（上・下巻） 

資 料 編 12 冊 

「先史」「古代・中世」「近世１」「近世２」「近代１」「近代２」 

「現代１」「現代２」「柴崎の民俗」「砂川の民俗」「地図・絵図」 

「写真集」 

別 編 ４冊 「近代テーマ編」「現代テーマ編」「民俗・地誌編」「普及版」 

調査報告書 ８冊 
「先史編１「先史編２」「先史編３」「古代・中世編１」 

「古代・中世編２」「近世編」「民俗・地誌編１」「民俗・地誌編２」 

※刊行スケジュールについては別添資料を参照 

 

５．普及事業等 

広 報 紙 
「たちかわ物語」の発行。年２回（９月、３月） 

市施設等で無料配布。既刊：vol.1～vol.11 

関連講演会 

第１回 平成 28 年 3 月 27 日 「『市史』を編むということ」 

第２回 平成 29 年 3 月 20 日 「近現代立川の発展と伝統文化」 

第３回 平成 30 年 3 月 11 日 「向郷遺跡と多摩の中期縄文文化」ほか 

第４回 平成 31 年 1 月 19 日 「江戸時代多摩地域の村社会」 

第５回 令和 2 年 1 月 19 日「米軍基地と砂川－ 闘争までの道のり－」 

第６回 令和 3年 3月～ ※立川市動画チャンネルでの配信に変更 

「暮らしのなかの祭りといのり－『資料編 柴崎の民俗』から」 

関 連 展 示 

（パネル・

写真展） 

「市史編さん事業と図書資料」 

平成 31 年 1 月 8 日～27 日 中央図書館 

「市史編さん事業と公文書」 

令和３年３月 29 日～４月５日 本庁多目的プラザ 

令和３年４月６日～６月 25 日 タクロス多目的スペース 

 

６．事業の連携・協力について 

以下の点について、今後、教育関連部署をはじめ庁内関連部署と連携、協力を図りたいと

考えています。 

○「別編 普及版」について 

「本編 通史」のダイジェスト版で、歴史の知識があまりない方でも読んでいただけるよう

な入門書として「別編 普及版」を刊行する予定となっています。学校における郷土学習の

教材としても活用できることを視野に入れて内容を検討します。 

○収集資料の保存・活用について 

市史編さん室ではこれまで収集した歴史資料が１万数千点を超えています。歴史資料を保

管する庁内の部署と連携して、今後の資料の保存・活用について検討します。 
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新編立川市史刊行予定                                              （令和３年３月現在） 

年  度 

刊 行 物 

2017 

平成 29 

2018 

平成 30 

2019 

平成 31 

2020 

令和２ 

2021 

令和３ 

2022 

令和４ 

2023 

令和５ 

2024 

令和６ 

本   編 通史（上・下）        ○ 

資 料 編 

先史     ○    

古代・中世   ★      

近世１    ★     

近世２       ○  

近代１       ○  

近代２    ★     

現代１   ★      

現代２      ○   

柴崎の民俗   ★      

砂川の民俗      ○   

地図・絵図  ★       

写真集       ○  

別   編 

近代テーマ編        未定 

現代テーマ編        未定 

民俗・地誌編        ○ 

普及版        未定 

調査報告書 

先史編１ 向郷遺跡  ★       

先史編２ 大和田遺跡調査報告書     ○    

先史編３ 立川市域の古墳時代     ○    

古代・中世編１ （仮）遺跡・石造物     ○    

古代・中世編２ （仮）立川流関係資料      ○   

近世編１ 鈴木家文書目録 ★        

民俗・地誌編１ 砂川青年団資料集  ★       

民俗・地誌編２ 柴崎の口承文芸    ★     

★：既刊 ○：刊行予定（新型コロナウイルス感染症の状況により、令和３年度以降の刊行予定は変更となる場合があります。） 
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